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～小学校４年生 センター授業が始まりました～

５月２５日の芦原小学校を皮切りに今年度も市内小

学校４年生を対象としたセンター授業が始まりました。

生活や社会の変化にともない、都会の子どもたちの多

くは、自然と接する機会が少なくなってきました。私

たちが子どもの頃は、日常生活や遊びを通して「自然」

を自然に学んでいたものです。しかし、今は、意図的
．．．

に自然体験学習をすることが必要になってきました。

センター授業では、「植物観察」「昆虫観察」「野鳥観察」「水辺の生き物観察」

の４つのコースに分かれて自然体験を行います。普段から自然に触れることに慣れ

ていない子どもたちは、目の前にある「自然との出会い」に気づかず通り過ぎてし

まうことも多いです。そこで、センター職員が、今の季節に見られる植物や昆虫、

野鳥などの名前や特徴を説明しながら授業を進めます。子どもたちは、ちょっとヒ

ントを与えるだけで、五感を働かせながら夢中になっ

て活動します。

具体的な体験や、本物との出会いを通して感動した

り驚いたりしながら思考を深めることは、子どもたち

の豊かな心の育成につながると思います。ご家族でも

ぜひ、彩湖に足を運び、自然体験をしてみませんか。(T)

チガヤ(イネ科)
ミニ彩湖にほわっとした白い綿毛につつまれた動物

のしっぽのような植物があります。ススキにも似てい

るそれは「チガヤ」と言います。地味なイメージのチ

ガヤですが、この根は漢方薬にされるそうです。また、

甘みもあり甘味剤にもされるとはびっくりしました。

カヤネズミも巣材に使うなど、人間にも動物にもとて

もありがたい植物ですね！

でも、もともとチガヤが無かった北アメリカでは、外来種として問題になっ

ているそうです。役に立つチガヤも場所が変われば外来種。人間が気をつけな

いといけない問題です・・・。(R)



☆申込方法：彩湖自然学習センターへ電話申込みか直接ご来館ください。(3階事務室)

なお、申込みは、講座の１か月前から受け付けています。℡:048-422-9991

※詳しくは彩湖自然学習センターホームペーシ゛

(http://www.city.toda.saitama.jp/433/432448.html)をご覧ください。

７月１１日(日) 生き物を育てよう ※雨天実施

｢スズムシ配布」
毎年恒例のスズムシ配布です。彩湖自然学習センターで代々受け継いだスズムシを

お分けします。
◇対 象：一般･親子 どなたでも
◇定 員：先着１００組 ※１組１セット配布します。
◇時 間：１３：３０より センター４階学習室で配布
◇持ち物：スズムシを飼育する容器(土を入れたもの)、もしくは、持ち帰るための

容器。
◇参加費：無料 ※スズムシ配布については、特に申込みはいりません。

７月２１日(水)・２４日(土) こども自然観察教室 ※雨天実施

｢魚の壁掛けをつくろう」※２日間とも参加できる方が条件です。
紙粘土を使って魚の壁掛けを作ります。毎年すてきな作品が仕上がってますよ。
◇対 象：小･中学生
◇定 員：２５名
◇時 間：１０:００～１２:００
◇持ち物：１回目…色鉛筆、筆記用具

２回目…水彩絵の具、筆、水入れ、作品を持ち帰る袋(A4が入る程度）
◇参加費：２００円(材料費)

７月２５日(日) 自然観察会 ※雨天実施

｢昆虫ウォッチング・夏」
講師の先生と一緒に、夏の昆虫観察をしませんか？

◇対 象：一般･親子･小学生（３年生以下は保護者同伴）

◇定 員：４０名

◇時 間：１０:００～１２:００

◇持ち物：動きやすい服装、飲み物、虫捕り網、虫かご(貸出可)

◇参加費：１００円(保険代)

※日陰がほとんどありません。暑さ対策をしっかりしてお越しください。

７月２８日(水)① ８月２４日(火)②※２回連続講座 こども自然観察教室 ※雨天実施

｢昆虫を育ててみよう①」
学習センターの周りの野原で捕まえた昆虫を育ててみよう！昆虫の先生に飼育方法

を教えてもらえます。
※２日間とも参加できる方が条件です。

◇対 象：小・中学生
◇定 員：３０名
◇時 間：１０:００～１２:００
◇持ち物：昆虫を育てるための容器(25cm以上)、虫捕り網(貸出可)
◇参加費：１００円(保険代)




